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災害救援活動とボランティア活動 
 
 

 
阪神・淡路 

 
東日本 

 

 
四川 

発 生 
 
マグネチュード 

1995年1月17日 
 

7.3 

2011年3月11日 
 

9.0  

2008年5月12日 
 

8.0 

死  者 
 
行方不明者 

６，４３４人 
 

３名 

１６，１３１人 
 

３，２４０人  

 ６９，０００人 
 

１８，０００人以上 

 
倒壊家屋 
 
被災者 

 
２４９，０００棟 

 
不明 

 
２７５，２５８戸 

 
３８６，７３９人 

 
２１６，０００棟以上 
 
約４，６１４，０００人 

避難者 
 
ボランティア活動 

不明 
 
１、１７０，０００人 

３カ月 

３４０，０００人 
 

７３８，５００人 
６カ月 

約１，５１４，０００人 
 
約１、３００，０００人 

３カ月 



事例Ⅰ 阪神・淡路震災 意識調査１ 1995年 

ボランティア経験 

経験 有      ４０％ 

経験 無      ６０％ 

性別構成比 

男性         ４０％ 

女性         ６０％ 

44% 

20% 

11% 

25% 

参加者の属性 

学生 会社員 

主婦 その他 



事例Ⅱ 阪神・淡路震災 意識調査２ 1995年 

生きる力 
自立 

動 機 
所属団体・友人 

役に立ちたい 

自己の成長 

満足度 
感動体験・同志交流・
連帯与えるより受ける 

真に大切なもの 

期 待 
非日常的体験 

被災者とのふれあい 

居場所の発見 



事例Ⅲ 阪神・淡路大震災 ワークキャンプ 1995年 

相互支援 

システムの確立 

ボランティア活動の 
意義と使命の理解 

内発的成長 

お役に立ちたい 

相互支援精神 

忍ばざるの心 

ボラの役割とは 

指導者の人格と経験 



事例Ⅳ 四川省震災復興  CODEレポート 2012年 

公民社会 

民間団体の躍進 

復興発展の不均衡 

格差と不平等の拡大 

海外民間団体交流 

 防災共同学習 

「８０後」世代 

３００万人がボラ参加 

人的資源 

 
 
 

  ソーシアル・メイディア 

ボランティア 力 

情報規制 
 
 



事例Ⅵ 四川省災害医療活動 SGRA ２００８年 
 
   日本国際緊急救援医療隊 
 

 
災害救援通訳・翻訳ボランティア 

 SGRA翻訳ボランティア４０名組織 

 
  日中合同災害医療活動 

 
     華西医院・石康院長監督 

日赤緊急支援・住宅再建支援 
  

学校・病院・公共施設の再建支援 

“災害看護ガイド”他 翻訳 
 現場で看護・学校再建の通訳 

 学校クラス再開支援 

日中専門医療看護 
協力・共同研究 

中・長期災害看護 
研修プログラムなど 



 
事例Ⅶ 東日本大震災  復興への道程 2011年 
 

東北文化・歴史 

市民ＮＰＯ共同体 

危険回避能力 

復興計画PDCA 

人間相互保障の維持 

 

  生きる命 

神・自然への畏敬 

家族の絆 

人と人との支え合い 

誰かのために役立 

 自助・共助・他助 

  共生社会 

 地球市民社会 

日本人の痛み苦しさ
を分かち合う 

日本人の見せた行
動・功績を自分の事
のように誇りに思う 

愛と奉仕の共生社
会・新しい公共社会 
 



事例Ⅷ  東日本大震災  変容するボランティア 活動  
 
 

市民とＮＰＯの
共同体 

出入り自由の 

緩やかな集団 
 

心の共同体 

顔の見える関係  
 

復興担手育成 

地域包括ケア 

新らしい公共 

地域住民 

地球市民 



中国志願者活動の制度 

NPO/NGO 

認定ＮＰＯ 

青年志願者管理
方法 

社区志願者管理
方法 

中国的市民
社会 

現行公的制度 

→公民社会•国内/国
外のネットワークを活
用して多様なプログラ
ムを展開 

→2005年制定 
8省10市11自治区 
青年志願者協会 
国家の管理下で海外
のNGO/NPOと交流 
プロジェクトを実施 

→2007年制定 
地域の共益的なボラン
ティア活動 
地方自治体では政府
の事業を推進 



中国志願者活動の課題 

• 人的・財的社会資源の活
用 

• 調和ある社会の構築 
 

公民社会像 

• 政府から独立した自由で

自主的な公益民間組織 
• 約４０万～２００万 

 

期待される公
民社会組織 
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